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夏の夜空に今年も響いた　
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平
成
26
年
９
月
８
日
（
月
）
、

新
庄
村
役
場
前
で
職
員
に
笑
顔
と

拍
手
で
迎
え
ら
れ
、
小
倉
博
俊
村

長
さ
ん
が
初
登
庁
さ
れ
ま
し
た
。

　

８
月
７
日
（
木
）
に
岡
山
プ
ラ

ザ
ホ
テ
ル
で
平
成
26
年
度
中
国
五

県
消
防
関
係
者
大
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。
当
日
は
中
国
地
方
５
県
の

消
防
職
員
、
消
防
団
の
関
係
者
等
、

総
勢
７
０
０
名
以
上
が
集
ま
り
、

国
に
対
す
る
要
望
事
項
の
確
認
や

消
防
関
係
機
関
の
相
互
の
連
携
強

化
を
は
か
り
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
の
中
で
各
県
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
意
見
・
体
験
発
表
が
あ
り
、

岡
山
県
の
代
表
と
し
て
４
部
の
荒

川
雅
宣
さ
ん
が
、
ご
自
身
の
団
で

の
活
動
や
操
法
を
通
じ
て
感
じ
た

こ
と
の
意
見
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　

大
会
最
後
に
は
、
今
後
の
消
防

活
動
の
よ
り
い
っ
そ
う
の
発
展
を

願
う
大
会
宣
言
を
行
い
、
閉
会
し

ま
し
た
。

　
　
　

（
総
務
企
画
課　

藤
井
）

　

８
月
11
日
（
月
）
に
、
戦
争
で

亡
く
な
っ
た
人
の
冥
福
と
永
遠
の

平
和
を
祈
念
す
る
戦
没
者
慰
霊
祭

が
、
普
陀
寺
山
の
忠
魂
碑
前
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
の
朝
は
小
雨
が
降
っ
て
い

ま
し
た
が
約
20
人
の
遺
族
会
会
員

の
皆
さ
ん
が
参
加
し
、
忠
魂
碑
周

辺
の
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
村
長
・
議
長
を
来
賓

に
お
迎
え
し
て
慰
霊
祭
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

年
々
、
慰
霊
祭
に
参
加
さ
れ
る

会
員
の
方
も
高
齢
に
な
っ
て
減
少

し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
慰
霊
祭
が
、

戦
争
の
悲
惨
さ
や
平
和
の
尊
さ
を

次
世
代
に
語
り
継
い
で
い
く
機
会

で
あ
り
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

   

（
住
民
福
祉
課　

酒
井
）

　

８
月
７
日
（
木
）
、
新
庄
村
肉

用
牛
改
良
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

新
庄
村
・
蒜
山
地
区
合
同
の
畜
産

共
進
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当

村
か
ら
は
、
和
牛
19
頭
の
出
品
が

あ
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
津
山
市
の
畜
産
農
家
の

視
察
も
あ
り
、
活
気
溢
れ
る
共
進

会
と
な
り
ま
し
た
。

　

審
査
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

○
第
１
部
（
去
勢
及
び
雄
牛
）

　

優
等
首
席

　
　

新
花
２
ー
２ 

号

　
　
　
　
　
　

竹
本
慶
子
さ
ん

○
第
２
部
（
雌
牛
）

　

優
等
首
席

　
　

し
ん
か
つ
は
な
65 

号

　
　
　
　
　
　

竹
本
慶
子
さ
ん

○
第
３
部
（
雌
成
牛
）

　

優
等
首
席

　
　

し
ん
は
つ
ひ
め
７ 

号

　
　
　
　
　
　

稲
田
佳
子
さ
ん

　

ま
た
、
新
庄
村
の
和
牛
の
グ
ラ

ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
は
、
第
２
部

優
等
首
席
の
し
ん
か
つ
は
な
65
号

と
決
定
し
ま
し
た
。

　

出
品
者
の
村
内
畜
産
農
家
の
皆

様
を
は
じ
め
、
関
係
者
及
び
ご
参

観
い
た
だ
い
た
皆
様
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
産
業
建
設
課　

千
葉
）
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８
月
６
日
（
水
）
夏
の
ふ
る
さ

と
小
包
の
発
送
を
行
い
ま
し
た
。

　

31
年
目
の
夏
の
発
送
作
業
は
、

Ｊ
Ａ
ま
に
わ
の
選
果
場
で
朝
９
時

よ
り
村
内
の
方
々
、
約
50
名
に
ご

参
加
い
た
だ
き
、
商
品
の
箱
詰
め

を
行
い
ま
し
た
。
発
送
数
は
４
７

１
個
で
し
た
。

　

蒸
し
暑
い
中
で
し
た
が
、
参
加

者
の
皆
様
は
テ
キ
パ
キ
と
作
業
さ

れ
、
あ
っ
と
い
う
間
に
発
送
作
業

を
終
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
き
さ
が
揃
わ
な
か
っ

た
り
、
虫
に
か
じ
ら
れ
る
な
ど
し

て
商
品
と
な
ら
な
か
っ
た
ス
イ
ー

ト
コ
ー
ン
（
味
に
は
問
題
の
無
い

ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
）
は
、
発
送
作

業
を
手
伝
っ
て
下
さ
っ
た
方
や
道

の
駅
を
訪
れ
た
方
が
購
入
し
て
下

さ
い
ま
し
た
。

　

冬
の
ふ
る
さ
と
小
包
は
12
月
19

日
（
金
）
の
発
送
と
な
り
ま
す
。

　

夏
の
小
包
同
様
に
村
民
皆
様
の

ご
利
用
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。　

（
特
別
村
民
制
度
運
営
協
議
会
）

　

８
月
14
日
（
木
）
に
、
お
盆
恒

例
行
事
「
メ
ル
ヘ
ン
の
里
花
火
・

盆
踊
り
大
会
」
を
盛
大
に
開
催
し

ま
し
た
。

　

降
雨
を
心
配
し
て
い
ま
し
た
が

予
定
通
り
午
後
８
時
か
ら
花
火
大

会
が
行
わ
れ
、
色
鮮
や
か
な
花
火

が
夏
の
夜
空
を
彩
り
ま
し
た
。

　

花
火
終
了
と
同
時
に
幸
橋
付
近

か
ら
盆
踊
り
保
存
会
の
太
鼓
連
を

先
頭
に
口
説
き
に
合
わ
せ
て
盆
踊

り
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

東
、
テ
ン
ガ
ラ
コ
、
マ
ン
マ
、

小
大
寺
と
伝
統
の
踊
り
に
は
、
初

め
て
参
加
さ
れ
る
方
、
帰
省
さ
れ

て
懐
か
し
そ
う
に
参
加
さ
れ
る
方

等
、
子
ど
も
も
大
人
も
多
く
参
加

し
、
踊
り
の
輪
が
自
然
に
大
き
く

な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

雨
が
激
し
く
降
り
出
し
た
の
で

30
分
早
く
踊
り
を
終
え
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
が
、
今
年
の
参
加
賞

で
あ
る
木
製
の
う
ち
わ
（
テ
ン
ガ

ラ
コ
）
を
手
に
、
爽
や
か
な
風
に

夏
の
涼
を
感
じ
て
頂
け
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

な
お
、
当
日
ご
理
解
ご
協
力
頂

き
ま
し
た
関
係
町
地
区
及
び
盆
踊

り
保
存
会
の
皆
様
、
そ
の
他
関
係

者
の
皆
様
に
は
紙
面
を
お
借
り
し

て
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　

（
公
民
館　

坂
本
）

　平成26年８月24日（日）に行われた新
庄村長選挙及び新庄村議会議員補欠選
挙の投票結果、開票結果をお知らせし
ます。

【村長選挙投票結果】
　当日の有権者数…８３４人
　（男 ４０１人  女 ４３３人）
　投票者数……７８２人
　（男 ３７５人  女 ４０７人）
　投票率………９３.７６％
　（男 ９３.５２％ 　女 ９４.００％)

【村長選挙開票結果】（届出順敬称略）
　小倉ひろとし  ４４０票
　笹野ひろし  ３３６票

【村議補選投票結果】
　投票者数 …７８１人
　（男３７４人 　女４０７人）
　投票率……９３.６５％
　（男９３.２７％　女９４.００％）

【村議補選開票結果】（届出順敬称略）
　髙田利治　　３９０票
　清川秀夫　　３１５票

  （新庄村選挙管理委員会）

　10月から国民健康保険証が新しい保険証に切り替わります。９月中に新しい保険証を国保加入者がお
られる世帯へ送付しますので、必ずご確認下さい。
　期限の切れた保険証は、誤って使用することを防ぐため、破棄していただくか、住民福祉課までお持
ちください。 

  国保の加入者

　職場の健康保険に加入している人や生活保護を受けている人を除いて、すべての人が国保の加入者
（被保険者）になります。
・自営業の方
・退職して職場の健康保険などをやめた方
・パート、アルバイトなどで職場の健康保険に加入していない方
・３ヶ月を超える在留資格が決定された方、住民票をお持ちの外国人

※国保の資格がなくなったら、すぐに保険証を住民福祉課までご返却ください。資格がなくなった後、
国保の保険証を使って診療を受けた場合、新庄村国保が負担した医療費を返還していただくことにな
ります。また、保険料（税）が二重払いになってしまうこともありますので、必ず届け出をお願いし
ます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（住民福祉課　渡辺）
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平
成
26
年
９
月
８
日
（
月
）
、

新
庄
村
役
場
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で
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拍
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、
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と
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８
月
６
日
（
水
）
夏
の
ふ
る
さ

と
小
包
の
発
送
を
行
い
ま
し
た
。

　

31
年
目
の
夏
の
発
送
作
業
は
、

Ｊ
Ａ
ま
に
わ
の
選
果
場
で
朝
９
時

よ
り
村
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の
方
々
、
約
50
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に
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ま
し
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。
発
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数
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４
７
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個
で
し
た
。
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し
暑
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中
で
し
た
が
、
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者
の
皆
様
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テ
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パ
キ
と
作
業
さ

れ
、
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っ
と
い
う
間
に
発
送
作
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ま
し
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。

　

ま
た
、
大
き
さ
が
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な
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っ
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（
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コ
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）
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下
さ
っ
た
方
や
道

の
駅
を
訪
れ
た
方
が
購
入
し
て
下

さ
い
ま
し
た
。

　

冬
の
ふ
る
さ
と
小
包
は
12
月
19

日
（
金
）
の
発
送
と
な
り
ま
す
。

　

夏
の
小
包
同
様
に
村
民
皆
様
の

ご
利
用
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。　

（
特
別
村
民
制
度
運
営
協
議
会
）

　

８
月
14
日
（
木
）
に
、
お
盆
恒

例
行
事
「
メ
ル
ヘ
ン
の
里
花
火
・

盆
踊
り
大
会
」
を
盛
大
に
開
催
し

ま
し
た
。

　

降
雨
を
心
配
し
て
い
ま
し
た
が

予
定
通
り
午
後
８
時
か
ら
花
火
大

会
が
行
わ
れ
、
色
鮮
や
か
な
花
火

が
夏
の
夜
空
を
彩
り
ま
し
た
。

　

花
火
終
了
と
同
時
に
幸
橋
付
近

か
ら
盆
踊
り
保
存
会
の
太
鼓
連
を

先
頭
に
口
説
き
に
合
わ
せ
て
盆
踊

り
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

東
、
テ
ン
ガ
ラ
コ
、
マ
ン
マ
、

小
大
寺
と
伝
統
の
踊
り
に
は
、
初

め
て
参
加
さ
れ
る
方
、
帰
省
さ
れ

て
懐
か
し
そ
う
に
参
加
さ
れ
る
方

等
、
子
ど
も
も
大
人
も
多
く
参
加

し
、
踊
り
の
輪
が
自
然
に
大
き
く

な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

雨
が
激
し
く
降
り
出
し
た
の
で

30
分
早
く
踊
り
を
終
え
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
が
、
今
年
の
参
加
賞

で
あ
る
木
製
の
う
ち
わ
（
テ
ン
ガ

ラ
コ
）
を
手
に
、
爽
や
か
な
風
に

夏
の
涼
を
感
じ
て
頂
け
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

な
お
、
当
日
ご
理
解
ご
協
力
頂

き
ま
し
た
関
係
町
地
区
及
び
盆
踊

り
保
存
会
の
皆
様
、
そ
の
他
関
係

者
の
皆
様
に
は
紙
面
を
お
借
り
し

て
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　

（
公
民
館　

坂
本
）

　平成26年８月24日（日）に行われた新
庄村長選挙及び新庄村議会議員補欠選
挙の投票結果、開票結果をお知らせし
ます。

【村長選挙投票結果】
　当日の有権者数…８３４人
　（男 ４０１人  女 ４３３人）
　投票者数……７８２人
　（男 ３７５人  女 ４０７人）
　投票率………９３.７６％
　（男 ９３.５２％ 　女 ９４.００％)

【村長選挙開票結果】（届出順敬称略）
　小倉ひろとし  ４４０票
　笹野ひろし  ３３６票

【村議補選投票結果】
　投票者数 …７８１人
　（男３７４人 　女４０７人）
　投票率……９３.６５％
　（男９３.２７％　女９４.００％）

【村議補選開票結果】（届出順敬称略）
　髙田利治　　３９０票
　清川秀夫　　３１５票

  （新庄村選挙管理委員会）

　10月から国民健康保険証が新しい保険証に切り替わります。９月中に新しい保険証を国保加入者がお
られる世帯へ送付しますので、必ずご確認下さい。
　期限の切れた保険証は、誤って使用することを防ぐため、破棄していただくか、住民福祉課までお持
ちください。 

  国保の加入者

　職場の健康保険に加入している人や生活保護を受けている人を除いて、すべての人が国保の加入者
（被保険者）になります。
・自営業の方
・退職して職場の健康保険などをやめた方
・パート、アルバイトなどで職場の健康保険に加入していない方
・３ヶ月を超える在留資格が決定された方、住民票をお持ちの外国人

※国保の資格がなくなったら、すぐに保険証を住民福祉課までご返却ください。資格がなくなった後、
国保の保険証を使って診療を受けた場合、新庄村国保が負担した医療費を返還していただくことにな
ります。また、保険料（税）が二重払いになってしまうこともありますので、必ず届け出をお願いし
ます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（住民福祉課　渡辺）

メ
ル
ヘ
ン
の
里

　
　

花
火・盆
踊
り
大
会

小
倉
村
長
さ
ん 

初
登
庁

夏
の
ふ
る
さ
と
小
包
発
送

中
国
五
県
消
防
関
係
者
大
会
開
催

戦
没
者
慰
霊
祭
を
開
催

新
庄
村
畜
産
共
進
会

第９７回（
第
９
回 

蒜
山
共
進
会

　
　
　
　

   

同
時
開
催
）

選挙の結果

国民健康保険に加入している皆様へ国民健康保険に加入している皆様へ
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生
活
習
慣
病
予
防
の
食
事

　

今
回
は
、
病
院
で
糖
尿
病
治
療

食
と
し
て
提
供
さ
れ
て
い
る
献
立

を
紹
介
し
ま
す
。
糖
尿
病
の
食
事

は
、
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
が
良
い
こ

と
が
特
徴
で
す
。
健
康
な
方
は
、

生
活
習
慣
病
予
防
に
役
立
て
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

２
つ
の
レ
シ
ピ
を
紹
介
し
ま
す
。

①
鮭
に
酒
で
下
味
を
つ
け
て
お
き
、

小
麦
粉
を
ま
ぶ
し
、
フ
ラ
イ
パ

ン
で
焼
く
。

②
た
ま
ね
ぎ
、
ピ
ー
マ
ン
、
に
ん

じ
ん
を
５
㎜
幅
の
線
に
切
り
、

茹
で
る
。

③
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
は
小
房
に
し
て

茹
で
る
。

④
も
や
し
を
ゆ
で
る
。

⑤
ポ
ン
酢
と
し
ょ
う
ゆ
で
た
れ
を

作
っ
て
お
く
。

⑥
鮭
の
上
に
②
を
盛
り
、
③
と
④

を
付
け
合
わ
せ
る
。

⑦
食
べ
る
直
前
に
た
れ
を
か
け
る
。

①
高
野
豆
腐
は
戻
し
て
お
き
、

　

１
．
５
㎝
角
の
サ
イ
コ
ロ
状
に

切
る
。

②
干
し
椎
茸
を
戻
し
、
４
つ
切
り

に
す
る
（
戻
し
汁
は
煮
る
と
き

に
使
用
）

③
に
ん
じ
ん
は
乱
切
り
に
す
る

④
い
ん
げ
ん
は
３
㎝
ぐ
ら
い
に
切

っ
て
お
く
。

⑤
①
〜
③
と
里
芋
を
入
れ
、
調
味

料
と
し
い
た
け
の
戻
し
汁
を
入

れ
て
煮
、
材
料
が
柔
ら
か
く
な

り
か
け
た
ら
い
ん
げ
ん
を
入
れ

て
煮
含
め
る
。

　

ぜ
ひ
、
家
庭
で
も
取
り
入
れ
て
、

生
活
習
慣
病
予
防
に
役
立
て
て
く

だ
さ
い
。
　

 

（
住
民
福
祉
課　

林
）

 

新
庄
村
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
前

か
ら
出
発
す
る
「
健
康
づ
く
り
運

動
コ
ー
ス
」
で
す
が
、
従
来
の
コ

ー
ス
を
変
更
し
、
３
コ
ー
ス
か
ら

選
ん
で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
違
っ
た
自
然

の
中
を
散
策
で
き
る
コ
ー
ス
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
コ
ー
ス
毎
に
看

板
も
設
置
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

健
康
づ
く
り
に
活
用
く
だ
さ
い
。

①
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ス（
３
．６
㎞
）

　

運
動
公
園
方
面
の
コ
ー
ス
で
す
。

　

坂
が
あ
る
の
で
、
体
力
を
鍛
え

た
い
方
に
お
す
す
め
で
す
。

　

目
安
▼
１
周
50
分
程
度

　
　
　

６
，
０
０
０
歩
く
ら
い

②
新
庄
神
社
コ
ー
ス（
２
．０
㎞
）

③
が
い
せ
ん
桜
通
り
コ
ー
ス

　
　
　
　
　
　

 　
（
１
．９
㎞
）

　

目
安
▼
１
周
30
分
程
度

　
　
　

３
，
５
０
０
歩
く
ら
い

　

平
坦
で
ゆ
っ
く
り
歩
き
や
す
い

コ
ー
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

コ
ー
ス
図
面
（
写
真
）
も
必
要

な
方
に
は
住
民
福
祉
課
で
差
し
上

げ
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

（
住
民
福
祉
課　

竹
本
）

作
り
方

作
り
方

《
高
野
の
コ
ロ
コ
ロ
煮
》

《
鮭
の
南
蛮
漬
け
風
》

お
元
気
で
す
か
？

「
健
康
づ
く
り
運
動
コ
ー
ス
」
を

  

歩
き
ま
し
ょ
う
！

運動コース案内

＝
材 

料
＝（
一人
分
）

鮭（
生
）・・・・・・・・・・

酒
・・・・・・・・・・・・・・・・

小
麦
粉
・・・・・・・・・

サ
ラ
ダ
油
・・・・・・・

た
ま
ね
ぎ
・・・・・・・

ピ
ー
マ
ン
・・・・・・・・

に
ん
じ
ん
・・・・・・・

ポ
ン
酢
・・・・・・・・・・

濃
口
し
ょ
う
ゆ
・・・

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
・・・

も
や
し
・・・・・・・・・・
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野
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・・・・・・・

干
し
椎
茸
・・・・・・・・

里
芋
・・・・・・・・・・・・・

に
ん
じ
ん
・・・・・・・・

い
ん
げ
ん
・・・・・・・・

砂
糖
・・・・・・・・・・・・・

濃
口
し
ょ
う
ゆ
・・・

酒
・・・・・・・・・・・・・・・・

み
り
ん
・・・・・・・・・・・

4
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2
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3
g

2
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8
月
の
納
税

村

県

民

税

国
　  

保  

　
税

介 

護 

保 

険 

料

後
期
高
齢
者
保
険
料

（
2
期
）

（
3
期
）

（
3
期
）

（
2
期
）

納
期
限
　
9
月
1
日（
月
）

貸付面積 0.5ha以下 0.5ha以上2.0ha以下 2.0ha以上
交付額 300,000円/戸 500,000円/戸 700,000円/戸

年度 平成26～27年度 平成28～29年度 30年度
交付額 20,000円/10a 10,000円/10a 5,000円/10a

地域農地に占める割合 平成26～27年度 平成28～29年度 30年度
２割超～５割以下
５割超～８割以下
８割超～

20,000円/10a
28,000円/10a
36,000円/10a

15,000円/10a
21,000円/10a
27,000円/10a

10,000円/10a
14,000円/10a
18,000円/10a

（6）平成26年8月20日発行第390号 広 報 新 庄（5）平成26年9月19日発行 第391号広 報 新 庄

《
戸
籍
の
動
き
》

婚
姻
届
　
末
永
く
お
幸
せ
に

＊
渡
邉　

教
弘

　

田
中　

絢
子
（
京
都
府
）

「
戸
籍
の
動
き
」
へ
の
掲
載
希
望

に
つ
い
て
、
遠
慮
な
く
住
民
福
祉

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

９
月
の
年
金
相
談
日
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

日
時

　

９
月
11
日
（
木
）
10
時
〜
15
時

　

９
月
25
日
（
木
）
10
時
〜
15
時

場
所　

真
庭
市
役
所
久
世
本
庁
舎

※

相
談
内
容
を
把
握
す
る
た
め
、

前
日
ま
で
に
必
ず
予
約
を
お
願
い

し
ま
す
。

予
約
先

　

津
山
事
務
所　

お
客
様
相
談
室

　

℡
０
８
６
８（
31
）２
３
６
５

　

年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の
と
、

本
人
確
認
が
で
き
る
免
許
証
、
保

険
証
な
ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
代
理
の
場
合
は
委
任
状
が

必
要
で
す
。　

　
　
　
　
　
　

（
住
民
福
祉
課
）

　

９
月
の
登
記
相
談
日
を
お
し
ら

せ
し
ま
す
。

○
相
談
日
（
第
２
、
４
水
曜
日
）

　

９
月
10
日
、
９
月
24
日

○
相
談
時
間

　

午
前
10
時
〜
12
時
、13
時
〜
15
時

○
相
談
場
所

　

真
庭
市
役
所
１
階
相
談
室

○
担
当
者

　

司
法
書
士

登
記
相
談

年
金
相
談
（
要
予
約
）

平
成
26
年
７
月
受
付
分

司
法
書
士
に
よ
る「
高
齢
者・

障
害
者
の
た
め
の
成
年
後
見

制
度
の
相
談
会
＆
説
明
会
」

（
無
料
）を
開
催
し
ま
す

　

岡
山
県
司
法
書
士
会
及
び
公
益

社
団
法
人
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
・

リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
岡
山
県
支
部

で
は
、
次
の
と
お
り
、
成
年
後
見

に
関
す
る
相
談
会
と
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

　

こ
の
相
談
会
と
説
明
会
で
は
、

ご
本
人
は
も
ち
ろ
ん
、
ご
親
族
や

養
護
者
の
方
々
の
不
安
や
ご
相
談

に
お
応
え
し
ま
す
。

◆
日
程

　

平
成
26
年
９
月
15
日（
月
・
祝
）

◆
場
所

　

岡
山
県
司
法
書
士
会
会
館

　

（
岡
山
市
北
区
駅
前
町
２
丁
目

　

２
番
12
号
）

◆
相
談
会

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

（
相
談
例
）

　

・
ひ
と
り
暮
ら
し
の
今
後
が
不

　
　

安
だ
。

　

・
遺
産
分
割
協
議
を
し
た
い
け

　
　

れ
ど
、
相
続
人
の
一
人
が
認

　
　

知
症
で
で
き
な
い…

。

　

・
知
的
障
害
を
持
つ
子
供
の
将

　
　

来
が
心
配
。

　

・
母
の
年
金
が
勝
手
に
使
わ
れ

　
　

て
い
る
み
た
い
。
ど
う
し
よ

　
　

う…

。

◆
説
明
会

　

「
成
年
後
見
制
度
と
財
産
管
理

に
つ
い
て
」

①
午
前
の
部　

10
時
〜
11
時

②
午
後
の
部　

１
時
〜
２
時

　

司
法
書
士
は
、
「
暮
ら
し
の
法

律
家
」
と
し
て
、
市
民
の
権
利
擁

護
に
寄
与
し
て
参
り
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
県
司
法
書
士
会
事
務
局

　

℡
０
８
６（
２
２
６
）０
４
７
０

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.okayam

a-

　

shiho.com
/

入　札　日
平成26年7月16日
平成26年7月17日
平成26年7月17日
平成26年7月23日
平成26年7月30日
平成26年7月30日
平成26年7月30日
平成26年7月30日

工　　期
平成26年10月15日
平成26年  8月31日
平成26年  8月20日
平成26年  8月31日
平成27年  2月27日
平成26年  9月30日
平成26年11月28日
平成26年10月20日

事　業　名
林道田井二ツ橋線改良工事
多目的福祉施設屋外灯設置工事
保育所トイレ改修工事
多目的福祉施設舗装・外構工事
村道田浪線改良工事
農業基盤整備工事（第３工区）
林道田井二ツ橋線舗装工事
新庄小学校非構造物天井等落下防止点検工事

業　者　名 落札価格（契約金額）
（株）三木工務店
山縣電機工業（株）
（有）オオタ電業
（株）三木工務店
（有）中山重機
（有）中山重機
（株）三木工務店
奥村建設（株）

4,500千円
1,180千円
1,193千円
3,600千円
50,600千円
3,850千円
15,500千円
2,450千円

（  4,860,000）
（  1,274,400）
（  1,288,440）
（  3,888,000）
（54,648,000）
（  4,158,000）
（16,740,000）
（  2,646,000）

工 事 等 入 札 結 果

6月期の交通事故・違反者発生状況
村　　内

区　分
6月期 6月期 本年の累計本年の累計

真庭市内
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0

0
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軽  傷

件
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人

人

件

人

人
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0
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事　
　

故

（総務企画課　藤井）

農地中間管理事業がスタートします！

　本事業は、経営規模縮小やリタイアなど農地を貸したい人（出し手農家）から機構が農地を借り入れ、公募に
応募し公表された農地を借りたい人（受け手農家）にまとまった農地を貸し付けるもので、このように機構を通
じて受け手農家に農地を貸し付けた者に対して機構集積協力金が交付されます。

　●農地を借りたい人（受け手農家）
　　機構から農地を借り受けるためには、機構の借受希望者の募集期間に応募する必要があります。
　　募集期間：平成26年9月22日（月）～10月22日（水）（31日間）
　
　●農地を貸したい人（出し手農家）
　　随時、役場産業建設課へご相談ください。

　昨年度まで農地集積協力金と言われていた交付金で、今年度から農地を機構に貸付け、機構から担い手に農地
の貸付けが行われた場合等、出し手農家に対して交付されます。

１）経営転換協力金
　農業経営を縮小、リタイアする等、すべての農地を機構へ貸し付け、機構が受け手に貸し付けた場合、出し手
農家に交付されます。

２）耕作者集積協力金
　２筆以上のまとまりのある農地を機構への貸し付け、機構が受け手に貸し付けた場合、出し手農家に交付され
ます。当協力金は、取組みが早いほど、協力金の交付単価は高くなります。

３）地域集積協力金
　地域の話し合いに基づき、機構にまとまった農地を貸し付けた地域に交付されます。担い手への農地集積の割
合が高いほど単価は高くなり、取組みが早いほど単価は高くなります。

※協力金の交付には、様々な要件がありますので、役場産業建設課までお問い合わせください。
●問い合わせ先　役場産業建設課　☎ 56-2628  村内無料電話 3-2512

（イメージ図）
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８
月
５
日
（
火
）
、
新
庄
村
有

機
農
業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
開

講
式
を
行
い
ま
し
た
。
村
内
外
か

ら
多
数
の
ご
来
賓
に
出
席
い
た
だ

き
、
盛
大
な
式
を
執
り
行
う
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

　

併
せ
て
、
小
祝
政
明
校
長
に
よ

る
講
演
会
「
未
来
を
つ
く
る
有
機

農
業
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
県
外

か
ら
の
参
加
者
も
あ
り
、
有
機
農

業
へ
の
関
心
の
高
さ
が
伺
え
ま
し

た
。

　

新
庄
村
有
機
農
業
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
に
よ
っ
て
新
庄
村
に
も
有

機
農
業
が
広
く
普
及
し
て
い
く
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

〇
月
・
金　

午
後
１
時
〜

　
　

座
学

　

〇
火
・
水
・
木　

午
前
９
時
〜

　
　

圃
場
で
の
実
習

　

ま
た
、
小
祝
政
明
校
長
に
よ
る

講
演
会
を
定
期
的
に
行
い
ま
す
。

　

有
機
農
業
に
興
味
の
あ
る
方
は

お
気
軽
に
、
新
庄
村
有
機
農
業
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
６
７
（
４
５
）
７
５
０
７

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
地
域
お
こ
し
協
力
隊　

清
川
）

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ス
ラ
ベ
シ

島
、
マ
リ
ノ
村
の
「
新
庄
村
―
ア

ム
ダ
マ
リ
ノ
農
場
」
か
ら
先
月
に

引
き
続
き
報
告
が
届
き
ま
し
た
の

で
お
伝
え
し
ま
す
。

　

マ
リ
ノ
農
場
で
は
７
月
に
第
１

回
目
の
有
機
栽
培
に
よ
る
稲
の
刈

取
り
を
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
ま
た
野
菜
畑
は
す
で
に
２
作

目
に
入
っ
て
い
て
ナ
ス
や
空
芯
菜

を
以
前
よ
り
多
く
生
産
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　

報
告
に
よ
る
と
、
お
米
は
ま
だ

一
反
あ
た
り
の
収
量
で
約
1.5
俵
と

少
な
い
で
す
が
、
日
本
で
学
ん
だ

堆
肥
と
焼
き
ス
ク
モ
の
生
産
方
法

で
作
り
始
め
た
有
機
農
業
は
効
果

が
現
れ
始
め
て
い
ま
す
。
す
で
に

堆
肥
は
３
回
、
焼
き
ス
ク
モ
に
い

た
っ
て
は
11
回
も
生
産
し
て
い
ま

す
。
堆
肥
は
２
月
に
手
が
け
た
最

初
の
も
の
を
鋤
き
込
み
ま
し
た
。

　

ス
ク
モ
は
出
来
上
が
り
次
第
順

次
圃
場
へ
の
使
用
を
始
め
て
い
ま

す
。

　

現
地
の
方
も
初
め
は
半
信
半
疑

で
し
た
が
、
野
菜
畑
で
こ
れ
ま
で

作
っ
て
き
た
野
菜
よ
り
も
良
質
な

野
菜
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
き

た
こ
と
を
目
の
当
た
り
に
し
て
様

子
が
変
わ
り
、
皆
さ
ん
進
ん
で
堆

肥
と
焼
き
ス
ク
モ
づ
く
り
に
参

加
、
協
力
を
し
て
く
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
そ
う
で
す
。　
　

　

今
後
有
機
農
業
に
よ
る
自
然
と

環
境
に
優
し
く
、
健
康
な
体
を
作

る
農
作
物
の
生
産
の
輪
を
大
き
く

拡
大
し
て
い
く
予
定
で
す
。

新
庄
村
発
の
国
際
協
力
は
ま
す
ま

す
発
展
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　

（
交
流
部　

柴
田
宙
樹
）

9
月
の
納
税

国
　  

保  

　
税

介 

護 

保 

険 

料

後
期
高
齢
者
保
険
料

（
4
期
）

（
4
期
）

（
3
期
）

納
期
限
　
9
月
30
日（
火
）

《
戸
籍
の
動
き
》

出
生
届
　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

＊
平
成
26
年
８
月
11
日

　

島
田　

葉
月（
兼
宏
・
真
里
奈
）

「
戸
籍
の
動
き
」
へ
の
掲
載
希
望

に
つ
い
て
、
遠
慮
な
く
住
民
福
祉

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

10
月
の
年
金
相
談
日
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

日
時
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月
９
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木
）
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時
〜
15
時
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23
日
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木
）
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〜
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時
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真
庭
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舎

※

相
談
内
容
を
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握
す
る
た
め
、

前
日
ま
で
に
必
ず
予
約
を
お
願
い

し
ま
す
。

予
約
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事
務
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客
様
相
談
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℡
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８
６
８（
31
）２
３
６
５

　

年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の
と
、

本
人
確
認
が
で
き
る
免
許
証
、
保

険
証
な
ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
代
理
の
場
合
は
委
任
状
が

必
要
で
す
。　

　
　
　
　
　
　

（
住
民
福
祉
課
）

　

10
月
の
登
記
相
談
日
を
お
し
ら

せ
し
ま
す
。

○
相
談
日
（
第
２
、
４
水
曜
日
）

　

10
月
８
日
、
10
月
22
日

○
相
談
時
間

　

午
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時
〜
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時
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時
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時

○
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談
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真
庭
市
役
所
１
階
相
談
室

○
担
当
者

　

司
法
書
士

登
記
相
談

秋
の
交
通
安
全
県
民
運
動

年
金
相
談
（
要
予
約
）

平
成
26
年
８
月
受
付
分

ス
ロ
ー
ガ
ン

　
「
い
そ
ぐ
ほ
ど

　
　
　
き
け
ん
は
近
く
に

　
　
　
　
　
　
や
っ
て
く
る
」

　

９
月
21
日
か
ら
30
日
ま
で
の
10

日
間
、
県
下
一
斉
に
「
秋
の
交
通

安
全
県
民
運
動
」
が
行
な
わ
れ
ま

す
。

◎
最
重
点
目
標

〔
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止
〕

◎
重
点
目
標

①　

夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中

　
　

・
自
転
車
乗
車
中
の
交
通
事

故
防
止

②　

全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル

　
　

ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の

正
し
い
着
用
の
徹
底

③　

飲
酒
運
転
の
根
絶

④　

交
差
点
に
お
け
る
安
全
な
通

　
　

行
の
徹
底

⑤　

ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
の
励
行

　

真
庭
地
域
で
は
交
通
事
故
が
多

発
し
て
い
ま
す
。
９
月
は
連
休
も

多
く
外
出
す
る
機
会
も
増
え
る
の

で
、
安
全
運
転
に
心
が
け
ま
し
ょ

う
。

　
　
　

（
総
務
企
画
課　

藤
井
）

入　札　日
平成26年8月12日

工　　期
平成27年1月30日

事　業　名
農業用施設災害復旧工事（野土路頭首工）

業　者　名 落札価格（契約金額）
（株）三木工務店 14,000千円（15,120,000円）

工 事 等 入 札 結 果

6月期の交通事故・違反者発生状況
村　　内

区　分
6月期 6月期 本年の累計本年の累計

真庭市内

0

0

0

0

件  数

死  者
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軽  傷

件
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人

人
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人

人
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0

0
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0
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事　
　

故

（総務企画課　藤井）

10月は里親月間です10月は里親月間です 全国一斉！法務局休日相談所開設全国一斉！法務局休日相談所開設
　『里親』とは、さまざまな事情により家族と一緒
に生活することができない子どもを家庭に迎えて育
てて下さる方のことです。
　『里親制度』とは児童福祉法に基づき、公的な役
割として子どもの健やかな育ちを支援する制度です。
児童養護施設などと同じように、子どもに安定した子
ども時代を提供する重要な役割を担っています。
　子どもが好きな方、子育てが一段落ついた方、子
育て経験を生かしたい方など、里親制度に興味をお
持ちの方は、お気軽にお問い合わせください。
【問い合わせ先】
　岡山県津山児童相談所　子ども支援課
　℡０８６８（２３）５１３１

※秘密厳守、相談料無料ですのでお気軽にご相談く
ださい！
開  設  日　　　平成26年10月５日（日）
開設時間　　　午前10時～午後３時
会　　場　　　岡山地方法務局津山支局
相談内容　　　土地・建物・会社・法人などの登記手
　　　　　　　続、土地の境界問題、遺言・相続に関
　　　　　　　するもの、成年後見制度・戸籍に関す
　　　　　　　るもの、供託に関するものなど
相談担当者　　法務局職員、司法書士、土地家屋調
　　　　　　　査士、人権擁護委員及び公証人
問い合わせ先　岡山地方法務局津山支局
　　　　　　　℡０８６８（２２）９１５７

有
機
農
業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
開
校
式

ア
ジ
ア
有
機
農
業
連
携
活
動

推
進
協
議
会
便
り



（6）平成26年9月19日発行第391号 広 報 新 庄（7）平成26年9月19日発行 第391号広 報 新 庄
　

８
月
５
日
（
火
）
、
新
庄
村
有

機
農
業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
開

講
式
を
行
い
ま
し
た
。
村
内
外
か

ら
多
数
の
ご
来
賓
に
出
席
い
た
だ

き
、
盛
大
な
式
を
執
り
行
う
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

　

併
せ
て
、
小
祝
政
明
校
長
に
よ

る
講
演
会
「
未
来
を
つ
く
る
有
機

農
業
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
県
外

か
ら
の
参
加
者
も
あ
り
、
有
機
農

業
へ
の
関
心
の
高
さ
が
伺
え
ま
し

た
。

　

新
庄
村
有
機
農
業
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
に
よ
っ
て
新
庄
村
に
も
有

機
農
業
が
広
く
普
及
し
て
い
く
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

〇
月
・
金　

午
後
１
時
〜

　
　

座
学

　

〇
火
・
水
・
木　

午
前
９
時
〜

　
　

圃
場
で
の
実
習

　

ま
た
、
小
祝
政
明
校
長
に
よ
る

講
演
会
を
定
期
的
に
行
い
ま
す
。

　

有
機
農
業
に
興
味
の
あ
る
方
は

お
気
軽
に
、
新
庄
村
有
機
農
業
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
６
７
（
４
５
）
７
５
０
７

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
地
域
お
こ
し
協
力
隊　

清
川
）

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ス
ラ
ベ
シ

島
、
マ
リ
ノ
村
の
「
新
庄
村
―
ア

ム
ダ
マ
リ
ノ
農
場
」
か
ら
先
月
に

引
き
続
き
報
告
が
届
き
ま
し
た
の

で
お
伝
え
し
ま
す
。

　

マ
リ
ノ
農
場
で
は
７
月
に
第
１

回
目
の
有
機
栽
培
に
よ
る
稲
の
刈

取
り
を
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
ま
た
野
菜
畑
は
す
で
に
２
作

目
に
入
っ
て
い
て
ナ
ス
や
空
芯
菜

を
以
前
よ
り
多
く
生
産
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　

報
告
に
よ
る
と
、
お
米
は
ま
だ

一
反
あ
た
り
の
収
量
で
約
1.5
俵
と

少
な
い
で
す
が
、
日
本
で
学
ん
だ

堆
肥
と
焼
き
ス
ク
モ
の
生
産
方
法

で
作
り
始
め
た
有
機
農
業
は
効
果

が
現
れ
始
め
て
い
ま
す
。
す
で
に

堆
肥
は
３
回
、
焼
き
ス
ク
モ
に
い

た
っ
て
は
11
回
も
生
産
し
て
い
ま

す
。
堆
肥
は
２
月
に
手
が
け
た
最

初
の
も
の
を
鋤
き
込
み
ま
し
た
。

　

ス
ク
モ
は
出
来
上
が
り
次
第
順

次
圃
場
へ
の
使
用
を
始
め
て
い
ま

す
。

　

現
地
の
方
も
初
め
は
半
信
半
疑

で
し
た
が
、
野
菜
畑
で
こ
れ
ま
で

作
っ
て
き
た
野
菜
よ
り
も
良
質
な

野
菜
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
き

た
こ
と
を
目
の
当
た
り
に
し
て
様

子
が
変
わ
り
、
皆
さ
ん
進
ん
で
堆

肥
と
焼
き
ス
ク
モ
づ
く
り
に
参

加
、
協
力
を
し
て
く
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
そ
う
で
す
。　
　

　

今
後
有
機
農
業
に
よ
る
自
然
と

環
境
に
優
し
く
、
健
康
な
体
を
作

る
農
作
物
の
生
産
の
輪
を
大
き
く

拡
大
し
て
い
く
予
定
で
す
。

新
庄
村
発
の
国
際
協
力
は
ま
す
ま

す
発
展
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　

（
交
流
部　

柴
田
宙
樹
）

9
月
の
納
税

国
　  

保  

　
税

介 

護 

保 

険 

料

後
期
高
齢
者
保
険
料

（
4
期
）

（
4
期
）

（
3
期
）

納
期
限
　
9
月
30
日（
火
）

《
戸
籍
の
動
き
》

出
生
届
　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

＊
平
成
26
年
８
月
11
日

　

島
田　

葉
月（
兼
宏
・
真
里
奈
）

「
戸
籍
の
動
き
」
へ
の
掲
載
希
望

に
つ
い
て
、
遠
慮
な
く
住
民
福
祉

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

10
月
の
年
金
相
談
日
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

日
時

　

10
月
９
日
（
木
）
10
時
〜
15
時

　

10
月
23
日
（
木
）
10
時
〜
15
時

場
所　

真
庭
市
役
所
久
世
本
庁
舎

※

相
談
内
容
を
把
握
す
る
た
め
、

前
日
ま
で
に
必
ず
予
約
を
お
願
い

し
ま
す
。

予
約
先

　

津
山
事
務
所　

お
客
様
相
談
室

　

℡
０
８
６
８（
31
）２
３
６
５

　

年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の
と
、

本
人
確
認
が
で
き
る
免
許
証
、
保

険
証
な
ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
代
理
の
場
合
は
委
任
状
が

必
要
で
す
。　

　
　
　
　
　
　

（
住
民
福
祉
課
）

　

10
月
の
登
記
相
談
日
を
お
し
ら

せ
し
ま
す
。

○
相
談
日
（
第
２
、
４
水
曜
日
）

　

10
月
８
日
、
10
月
22
日

○
相
談
時
間

　

午
前
10
時
〜
12
時
、13
時
〜
15
時

○
相
談
場
所

　

真
庭
市
役
所
１
階
相
談
室

○
担
当
者

　

司
法
書
士

登
記
相
談

秋
の
交
通
安
全
県
民
運
動

年
金
相
談
（
要
予
約
）

平
成
26
年
８
月
受
付
分

ス
ロ
ー
ガ
ン

　
「
い
そ
ぐ
ほ
ど

　
　
　
き
け
ん
は
近
く
に

　
　
　
　
　
　
や
っ
て
く
る
」

　

９
月
21
日
か
ら
30
日
ま
で
の
10

日
間
、
県
下
一
斉
に
「
秋
の
交
通

安
全
県
民
運
動
」
が
行
な
わ
れ
ま

す
。

◎
最
重
点
目
標

〔
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止
〕

◎
重
点
目
標

①　

夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中

　
　

・
自
転
車
乗
車
中
の
交
通
事

故
防
止

②　

全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル

　
　

ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の

正
し
い
着
用
の
徹
底

③　

飲
酒
運
転
の
根
絶

④　

交
差
点
に
お
け
る
安
全
な
通

　
　

行
の
徹
底

⑤　

ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
の
励
行

　

真
庭
地
域
で
は
交
通
事
故
が
多

発
し
て
い
ま
す
。
９
月
は
連
休
も

多
く
外
出
す
る
機
会
も
増
え
る
の

で
、
安
全
運
転
に
心
が
け
ま
し
ょ

う
。

　
　
　

（
総
務
企
画
課　

藤
井
）

入　札　日
平成26年8月12日

工　　期
平成27年1月30日

事　業　名
農業用施設災害復旧工事（野土路頭首工）

業　者　名 落札価格（契約金額）
（株）三木工務店 14,000千円（15,120,000円）

工 事 等 入 札 結 果

6月期の交通事故・違反者発生状況
村　　内

区　分
6月期 6月期 本年の累計本年の累計

真庭市内

0

0

0

0

件  数

死  者

重  傷

軽  傷

件

人

人

人

件

人

人

人

0

0

0

0

20

1

4

17

116

5

22

134

事　
　

故

（総務企画課　藤井）

10月は里親月間です10月は里親月間です 全国一斉！法務局休日相談所開設全国一斉！法務局休日相談所開設
　『里親』とは、さまざまな事情により家族と一緒
に生活することができない子どもを家庭に迎えて育
てて下さる方のことです。
　『里親制度』とは児童福祉法に基づき、公的な役
割として子どもの健やかな育ちを支援する制度です。
児童養護施設などと同じように、子どもに安定した子
ども時代を提供する重要な役割を担っています。
　子どもが好きな方、子育てが一段落ついた方、子
育て経験を生かしたい方など、里親制度に興味をお
持ちの方は、お気軽にお問い合わせください。
【問い合わせ先】
　岡山県津山児童相談所　子ども支援課
　℡０８６８（２３）５１３１

※秘密厳守、相談料無料ですのでお気軽にご相談く
ださい！
開  設  日　　　平成26年10月５日（日）
開設時間　　　午前10時～午後３時
会　　場　　　岡山地方法務局津山支局
相談内容　　　土地・建物・会社・法人などの登記手
　　　　　　　続、土地の境界問題、遺言・相続に関
　　　　　　　するもの、成年後見制度・戸籍に関す
　　　　　　　るもの、供託に関するものなど
相談担当者　　法務局職員、司法書士、土地家屋調
　　　　　　　査士、人権擁護委員及び公証人
問い合わせ先　岡山地方法務局津山支局
　　　　　　　℡０８６８（２２）９１５７

有
機
農
業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
開
校
式

ア
ジ
ア
有
機
農
業
連
携
活
動

推
進
協
議
会
便
り
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社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
毎
年

夏
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
新
庄
中
学
生
の
生

徒
13
名
が
参
加
し
、
夏
休
み
期
間

中
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
希
望
に
応
じ

て
、
新
庄
村
保
育
所
・
新
庄
村
社

会
福
祉
協
議
会
に
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
７
月

22
日
か
ら
８
月
８
日
ま
で
、
６
名

の
生
徒
さ
ん
が
参
加
し
、
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
・
さ
く
ら
の
里
で
介
護
等

の
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

８
月
28
日
の
事
後
研
修
会
で
は
、

修
了
書
と
参
加
記
念
品
を
授
与
し
、

参
加
者
全
員
か
ら
体
験
発
表
を
し

て
も
ら
い
、
「
初
め
て
の
経
験
だ

っ
た
が
、
と
て
も
楽
し
く
良
い
経

験
が
で
き
た
。
」
「
来
年
も
ま
た

参
加
し
た
い
」
等
の
嬉
し
い
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
に
ご
協
力
頂
き
ま
し

た
、
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
そ
う
め
ん
流

し
の
機
械
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　

夏
の
風
物
詩
そ
う
め
ん
流
し
を

利
用
者
の
皆
様
と
行
い
ま
し
た
。

　

薬
味
に
は
ふ
れ
あ
い
畑
で
作
っ

た
シ
ソ
の
葉
、
ネ
ギ
を
使
用
し
ま

し
た
。

　

い
よ
い
よ
そ
う
め
ん
流
し
！

な
か
な
か
上
手
く
取
れ
な
い
か
も

し
れ
な
い
?!
と
心
配
さ
れ
て
い
た

利
用
者
様
も
流
れ
る
そ
う
め
ん
を

上
手
く
取
っ
て
、
お
い
し
い
！
お

い
し
い
！
と
食
べ
ら
れ
ま
し
た
。

ふ
れ
あ
い
畑
で
穫
れ
た
プ
チ
ト
マ

ト
も
一
緒
に
流
し
て
み
ま
し
た
。

　

つ
る
つ
る
し
て
な
か
な
か
取
れ

な
い
か
な
あ
と
思
い
ま
し
た
が
、

上
手
く
取
れ
て
い
ま
し
た
。
取
れ

た
時
は
、
ニ
ッ
コ
リ
と
お
い
し
そ

う
に
食
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

昼
食
後
で
し
た
が
、
「
み
ん
な

で
食
べ
る
と
食
べ
れ
る
も
ん
じ
ゃ

な
あ
」
と
た
く
さ
ん
食
べ
ら
れ
ま

し
た
。

 

こ
の
夏
は
、
雨
の
日
が
多
く
涼

し
い
夏
で
し
た
が
、
そ
う
め
ん
流

し
で
は
、
利
用
者
様
の
た
く
さ
ん

の
笑
顔
が
見
れ
て
、
温
か
い
気
持

ち
に
な
れ
ま
し
た
。

　

秋
の
収
穫
の
ま
っ
た
だ
中
、
お

疲
れ
は
出
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

秋
は
老
人
ク
ラ
ブ
事
業
が
満
載

で
す
。
涼
し
く
な
っ
て
も
水
分
摂

取
を
心
が
け
、
体
力
の
低
下
を
防

止
し
な
が
ら
、
元
気
に
活
躍
し
ま

し
ょ
う
。

【
８
月
の
活
動
状
況
】

１
日 

花
壇
草
取
り

　
　
　
　
　

（
女
性
部
／
７
名
）

　

老
人
ク
ラ
ブ
女
性
部
で
は
、
多

目
的
施
設
前
の
花
壇
を
お
預
か
り

し
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

十
分
に
手
は
行
き
届
き
ま
せ
ん

が
、
お
盆
を
目
前
に
花
壇
の
草
取

り
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

社
協
だ
よ
り

理
想
の
福
祉
を
目
指
し
て

２
０
１
４

  

夏
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
活
動

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

《
ご
寄
付
》

8
月
１
日
〜
8
月
31
日

　

新
庄
村
社
会
福
祉
協
議
会
に

次
の
方
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

◆
お
見
舞
い
返
し

　

坂
本
恵
美
子
様

　
　

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

社
協
へ
の
お
問
い
合
わ
せ

　
　
　

村
内
無
料
電
話

　
　
　

３
―
３
１
０
６ 

フットサルクリニックin新庄

　テレビ番組の撮影で、今年１年間新庄村との関わ
りが深い香川県出身のシンガーソングライターの
mimikaさんが、新庄村で体験したことなどをもとに
して歌を作詞作曲してくださいました。
　「SING A SONG 新庄村」というタイトルのこの
歌を、mimikaさんと一緒に小中学生が歌う様子を番
組収録することが決まりました。７月18日に小学校
体育館で、初めてmimikaさんと子どもたちが出会い、
一緒に練習をしました。初めのうちは恥ずかしさと
緊張感から、なかなか声が出なかった中学生も、練
習を重ねるうちに大きな声が出るようになってきま
した。本番の７月31日は、中学校の音楽ホールでの
収録です。それまで練習を重ねてきた成果もあり、
最初からきれいな歌声が響き１回でOKが出ました。
　収録の様子は、８月16日に１時間スペシャルとし
て放送されました。「SING A SONG 新庄村」は、
子どもたちも大好きな歌となりました。

　　　　　　　　　　　　　（新庄中学校　穐山）

二学期もがんばろう！
小学校だより

　８月25日月曜日、夏休みが終わり、子どもたちの
元気な声が学校に戻ってきました。
　夏休み中には、新庄学園や社会体育のプール開放
をしていただき、ありがとうございました。おかげ
さまでたくさんの子どもたちが水遊びを楽しむこと
ができました。
　さて、始業式では、校長から、２学期に頑張って
ほしいことについて２つの話がありました。
　１つは、運動会や陸上練習・学習発表会など、み
んなで力を合わせることでより力を発揮できる「み
んなでがんばったり楽しんだりしてほしいこと」で
す。もう１つは、あいさつ・授業中の発表・掃除・
家庭学習など、個人の努力の積み重ねが大切な「ひ
とりひとりが毎日がんばってほしいこと」です。
　教室にもどった子どもたちは、充実した２学期に
なるよう、自分の目標を考えました。
　学校行事や日々の生活の中で、自分のめあてに向
かって各自が頑張り、たくましく成長する学期に
なってほしいと思います。

　（写真は１・２年生）

　　　
　　　　　　　　　　　　　（新庄小学校　畦崎）

中学校だより

　８月30日（土）、新庄小学校体育館でフットサルクリ
ニックin新庄（岡山県フットサル委員会主催）が開催され

ました。
　フットサルとは、室内で５人制で行われるサッカーに似たスポーツで、元フットサル日本代表の相根澄さん
を講師に、実技と「夢と人とのつながり」と題した講演をして頂きました。
　実技では、鬼ごっこから始まるボールコントロールを始め、楽しみながら練習できるポイントを教えて頂き
ました。参加したジュニアスポーツクラブの子ども達はもちろん、指導者にも、今後に役立つ実技指導となり
ました。
　講演会では、今までの経験を踏まえて、仲間との絆、挑戦することの大切さなどを話して頂きました。
「どんな夢でもいい、夢は変わってもいい、
しかし、目指す時には真剣にならなければ
ならない」と伝えてくださいました。
　開催にあたり、新庄村スポーツ推進委員
の皆様には準備など大変お世話になりまし
た。ありがとうございました。
　　　　　　　　　　　   （公民館　平中）

フットサルクリニックin新庄

ｍimikaさんと合唱の収録
響け歌声！

【
10
月
の
予
定
】

24
日　

岡
山
県
高
齢
者

　
　
　
　
　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

      　

（
鏡
野
ド
ー
ム
）

実
施
日
未
定

　
　
　

商
工
会
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

　
　
　

ル
フ
大
会

　
　
　

村
長
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

　
　
　

ル
フ
大
会

【
11
月
の
予
定
】

19
日　

岡
山
県
高
齢
者
グ
ラ
ウ
ン

　
　
　

ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

      　

（
岡
山
県
総
合

　
　
　
　
　
　
　

グ
ラ
ウ
ン
ド
）

実
施
日
未
定　

   　
　

 

研
修
旅
行

　
　
　

（
京
都
・
奈
良
方
面
）
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社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
毎
年

夏
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
新
庄
中
学
生
の
生

徒
13
名
が
参
加
し
、
夏
休
み
期
間

中
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
希
望
に
応
じ

て
、
新
庄
村
保
育
所
・
新
庄
村
社

会
福
祉
協
議
会
に
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
７
月

22
日
か
ら
８
月
８
日
ま
で
、
６
名

の
生
徒
さ
ん
が
参
加
し
、
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
・
さ
く
ら
の
里
で
介
護
等

の
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

８
月
28
日
の
事
後
研
修
会
で
は
、

修
了
書
と
参
加
記
念
品
を
授
与
し
、

参
加
者
全
員
か
ら
体
験
発
表
を
し

て
も
ら
い
、
「
初
め
て
の
経
験
だ

っ
た
が
、
と
て
も
楽
し
く
良
い
経

験
が
で
き
た
。
」
「
来
年
も
ま
た

参
加
し
た
い
」
等
の
嬉
し
い
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
に
ご
協
力
頂
き
ま
し

た
、
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
そ
う
め
ん
流

し
の
機
械
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　

夏
の
風
物
詩
そ
う
め
ん
流
し
を

利
用
者
の
皆
様
と
行
い
ま
し
た
。

　

薬
味
に
は
ふ
れ
あ
い
畑
で
作
っ

た
シ
ソ
の
葉
、
ネ
ギ
を
使
用
し
ま

し
た
。

　

い
よ
い
よ
そ
う
め
ん
流
し
！

な
か
な
か
上
手
く
取
れ
な
い
か
も

し
れ
な
い
?!
と
心
配
さ
れ
て
い
た

利
用
者
様
も
流
れ
る
そ
う
め
ん
を

上
手
く
取
っ
て
、
お
い
し
い
！
お

い
し
い
！
と
食
べ
ら
れ
ま
し
た
。

ふ
れ
あ
い
畑
で
穫
れ
た
プ
チ
ト
マ

ト
も
一
緒
に
流
し
て
み
ま
し
た
。

　

つ
る
つ
る
し
て
な
か
な
か
取
れ

な
い
か
な
あ
と
思
い
ま
し
た
が
、

上
手
く
取
れ
て
い
ま
し
た
。
取
れ

た
時
は
、
ニ
ッ
コ
リ
と
お
い
し
そ

う
に
食
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

昼
食
後
で
し
た
が
、
「
み
ん
な

で
食
べ
る
と
食
べ
れ
る
も
ん
じ
ゃ

な
あ
」
と
た
く
さ
ん
食
べ
ら
れ
ま

し
た
。

 

こ
の
夏
は
、
雨
の
日
が
多
く
涼

し
い
夏
で
し
た
が
、
そ
う
め
ん
流

し
で
は
、
利
用
者
様
の
た
く
さ
ん

の
笑
顔
が
見
れ
て
、
温
か
い
気
持

ち
に
な
れ
ま
し
た
。

　

秋
の
収
穫
の
ま
っ
た
だ
中
、
お

疲
れ
は
出
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

秋
は
老
人
ク
ラ
ブ
事
業
が
満
載

で
す
。
涼
し
く
な
っ
て
も
水
分
摂

取
を
心
が
け
、
体
力
の
低
下
を
防

止
し
な
が
ら
、
元
気
に
活
躍
し
ま

し
ょ
う
。

【
８
月
の
活
動
状
況
】

１
日 

花
壇
草
取
り

　
　
　
　
　

（
女
性
部
／
７
名
）

　

老
人
ク
ラ
ブ
女
性
部
で
は
、
多

目
的
施
設
前
の
花
壇
を
お
預
か
り

し
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

十
分
に
手
は
行
き
届
き
ま
せ
ん

が
、
お
盆
を
目
前
に
花
壇
の
草
取

り
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

社
協
だ
よ
り

理
想
の
福
祉
を
目
指
し
て

２
０
１
４

  

夏
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
活
動

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

《
ご
寄
付
》

8
月
１
日
〜
8
月
31
日

　

新
庄
村
社
会
福
祉
協
議
会
に

次
の
方
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

◆
お
見
舞
い
返
し

　

坂
本
恵
美
子
様

　
　

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

社
協
へ
の
お
問
い
合
わ
せ

　
　
　

村
内
無
料
電
話

　
　
　

３
―
３
１
０
６ 

フットサルクリニックin新庄

　テレビ番組の撮影で、今年１年間新庄村との関わ
りが深い香川県出身のシンガーソングライターの
mimikaさんが、新庄村で体験したことなどをもとに
して歌を作詞作曲してくださいました。
　「SING A SONG 新庄村」というタイトルのこの
歌を、mimikaさんと一緒に小中学生が歌う様子を番
組収録することが決まりました。７月18日に小学校
体育館で、初めてmimikaさんと子どもたちが出会い、
一緒に練習をしました。初めのうちは恥ずかしさと
緊張感から、なかなか声が出なかった中学生も、練
習を重ねるうちに大きな声が出るようになってきま
した。本番の７月31日は、中学校の音楽ホールでの
収録です。それまで練習を重ねてきた成果もあり、
最初からきれいな歌声が響き１回でOKが出ました。
　収録の様子は、８月16日に１時間スペシャルとし
て放送されました。「SING A SONG 新庄村」は、
子どもたちも大好きな歌となりました。

　　　　　　　　　　　　　（新庄中学校　穐山）

二学期もがんばろう！
小学校だより

　８月25日月曜日、夏休みが終わり、子どもたちの
元気な声が学校に戻ってきました。
　夏休み中には、新庄学園や社会体育のプール開放
をしていただき、ありがとうございました。おかげ
さまでたくさんの子どもたちが水遊びを楽しむこと
ができました。
　さて、始業式では、校長から、２学期に頑張って
ほしいことについて２つの話がありました。
　１つは、運動会や陸上練習・学習発表会など、み
んなで力を合わせることでより力を発揮できる「み
んなでがんばったり楽しんだりしてほしいこと」で
す。もう１つは、あいさつ・授業中の発表・掃除・
家庭学習など、個人の努力の積み重ねが大切な「ひ
とりひとりが毎日がんばってほしいこと」です。
　教室にもどった子どもたちは、充実した２学期に
なるよう、自分の目標を考えました。
　学校行事や日々の生活の中で、自分のめあてに向
かって各自が頑張り、たくましく成長する学期に
なってほしいと思います。

　（写真は１・２年生）

　　　
　　　　　　　　　　　　　（新庄小学校　畦崎）

中学校だより

　８月30日（土）、新庄小学校体育館でフットサルクリ
ニックin新庄（岡山県フットサル委員会主催）が開催され

ました。
　フットサルとは、室内で５人制で行われるサッカーに似たスポーツで、元フットサル日本代表の相根澄さん
を講師に、実技と「夢と人とのつながり」と題した講演をして頂きました。
　実技では、鬼ごっこから始まるボールコントロールを始め、楽しみながら練習できるポイントを教えて頂き
ました。参加したジュニアスポーツクラブの子ども達はもちろん、指導者にも、今後に役立つ実技指導となり
ました。
　講演会では、今までの経験を踏まえて、仲間との絆、挑戦することの大切さなどを話して頂きました。
「どんな夢でもいい、夢は変わってもいい、
しかし、目指す時には真剣にならなければ
ならない」と伝えてくださいました。
　開催にあたり、新庄村スポーツ推進委員
の皆様には準備など大変お世話になりまし
た。ありがとうございました。
　　　　　　　　　　　   （公民館　平中）

フットサルクリニックin新庄

ｍimikaさんと合唱の収録
響け歌声！

【
10
月
の
予
定
】

24
日　

岡
山
県
高
齢
者

　
　
　
　
　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

      　

（
鏡
野
ド
ー
ム
）

実
施
日
未
定

　
　
　

商
工
会
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

　
　
　

ル
フ
大
会

　
　
　

村
長
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

　
　
　

ル
フ
大
会

【
11
月
の
予
定
】

19
日　

岡
山
県
高
齢
者
グ
ラ
ウ
ン

　
　
　

ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

      　

（
岡
山
県
総
合

　
　
　
　
　
　
　

グ
ラ
ウ
ン
ド
）

実
施
日
未
定　

   　
　

 

研
修
旅
行

　
　
　

（
京
都
・
奈
良
方
面
）
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　この度、新庄村長選挙におきましては村民皆様方の温かいご支援を賜
り、再び５期目の重責を担わせていただくことになりました。

　８年間のブランク（空白）は出来ましたが、その穴を埋めながら、この間に村外から新庄村政を見守ってきた経
験と人の情、痛みを感じてきたことを今後に活かしていこうと考えています。
　私が新庄村長に初当選した約２４年前を振り返ってみて、時間はずいぶん経過しましたが、新庄村を取り巻く状
況は人口の減少、若者の流出、農林畜産業の後退、地場産業、商業の後退など、数多くの難問題が当時と同じよう
に山積していることを知りました。一向に解決していないこれらの諸課題の打開と前進のために猛省しながら、初心
に帰って努力していく覚悟です。
　特に新庄村は喫緊の課題を抱えています。
　例えば、「電線地中化」や「一社一村事業」など、私は、「対話なし」「情報公開なし」、そして性急すぎてはいけ
ないと考えており、まずは村民と良く相談しながら熟慮して物事を一つ一つ解決して行きたいと考えています。
　また、選挙でも訴えましたが、働き場の確保、結婚、出産、子育てなどの少子化と教育対策、高齢者の介護
福祉対策、そして、所得の向上や人口減少ストップ等の過疎対策等々、今、立ち止まっている余裕など少しもあり
ません。
　５年、１０年、１００年の大計を見据えて、「ゆりかごから墓場」までの新庄村の明るい未来が築けるように、共
に語り合い、知恵を出し、夢を共有して、村民一家族の桃源郷の福祉の村を建設して行こうではありませんか。
　村の発展と村民の幸福づくりは村民共通のゴールです。目的は一緒です。
　この先には必ず明るい未来があることを信じて共に努力し、頑張って、小さな村ですが、日本一の輝く村づくり
を目指していこうではありませんか。
　村民皆様方の今までと同様の変わらぬご理解とご協力を切にお願い申し上げまして、私の就任の挨拶と致します。

村長　小  倉  博  俊　  

就任のごあいさつ

「とっとり・おかやま新橋館」オープニングイベント

平成26年9月28日（日）10：00～18:00
新庄村伝統4人搗きもちつき披露＆つきたてひめのもち振る舞い決定!


